
9. 副専攻「国際関係の基礎」

分類 所属 科 目 名 開講 単位 １年 ２年 ３年 ４年 備　　考
法 国 際 法 の 基 礎 半期 2
法 国 家 と 国 際 法 半期 2
法 個 人 と 国 際 法 半期 2
法 国 際 紛 争 処 理 法 半期 2
法 国 際 人 権 ・ 人 道 法 半期 2
法 国 際 関 係 史 Ａ 半期 2
法 国 際 関 係 史 Ｂ 半期 2
法 日 本 外 交 史 Ａ 半期 2
法 日 本 外 交 史 Ｂ 半期 2
法 国 際 政 治 Ａ 半期 2
法 国 際 政 治 Ｂ 半期 2
法 比 較 政 治 Ａ 半期 2
法 比 較 政 治 Ｂ 半期 2
法 地 域 研 究 半期 2

10. 副専攻「経済学」

分類 所属 科 目 名 開講 単位 １年 ２年 ３年 ４年 備　　考
経済 日 本 の 経 済 半期 2 *①
経済 経 済 理 論 入 門 半期 2
経済 社 会 経 済 学 入 門 半期 2
経済 経 済 統 計 の 見 方 半期 2 ８単位以上
経済 マ ク ロ 経 済 学 半期 2 *②
経済 ミ ク ロ 経 済 学 半期 2 *②
経済 経 済 原 論 半期 2
経済 現 代 日 本 経 済 半期 2
経済 経 済 史 の 基 礎 半期 2
経済 経 済 学 史 半期 2
経済 統 計 学 半期 2 *③
経済 財 政 の 基 礎 半期 2 ４単位以上
経済 金 融 の 基 礎 半期 2
経済 国 際 経 済 半期 2 *④
経済 近 代 経 済 学 の 歴 史 半期 2
＊①は、再履修者用の授業に限る

＊②は、「経済理論入門」を修得済であることが望ましい。

＊③は、「経済統計の見方」を修得していること。

＊④は、全学オープン科目として「世界の経済」を修得していることが望ましい。

＊経済学部生は履修不可

選択
必修

(16単位)

　このプログラムは、経済学の基礎とその基礎的な考え方を学びます。とくに、公務員試験を
受験する人には有益な基礎知識となります。

(16単位) ＊法学部生は履修不可

選択

　国際関係の基礎を、その法的側面と政治的側面から理解することを目的とする副専攻です。
　国際関係の理解のためには、「国際社会」におけるルールである「法」の側面と「国際社
会」の実態としての「政治」の側面の両方の理解が欠かせません。両者をバランスよくを学ぶ
ことを心がけてください。
　「法」の側面を学ぶ科目としては、まず「国際法の基礎」を履修することをお勧めします。
その上でみなさんのの興味に従って「国家と国際法」「個人と国際法」「国際紛争処理法」
「国際人権・人道法」といった科目へ展開するとよいでしょう。
　「政治」の側面を学ぶ科目としては、国際関係の歴史を扱う「国際関係史」と、国際関係の
現状と理論を扱う「国際政治」を履修するのがよいでしょう。その後、関心に応じて、「日本
外交史」「比較政治」「地域研究」などに進んでいくとよいでしょう。

選択
必修
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